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を
齎
す
と

糾
弾
す
る

。

他
方
ハ

ウ
ア

ー
は

、

『

ア

ー

リ
ア

的
キ

リ

ス

ト

？
』

二

九
三

八

年
）

で
、

「

イ

エ

ス
」

研
究
の

口
的
は
「

イ
エ

ス
」

の

言

行
が

「

真
の

ユ

ダ
ヤ
精
神
」

の

表
出
で

あ
っ

て
、

「

真
の

ア

ー

リ

ア

精
神
」

に

は

相
応
し

く
な
い

こ

と

を
「

学
問
的
」

に

確
証
す
る

こ

と
で

あ
る

と

す
る

。

彼
は

同
時
代
の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

教
会

内
で

見
ら

れ
た
「

ア

ー

リ

ア

人
イ

エ

ス
」

の

模
索
を
「

非
学
問
的
」

で

あ
る

と

批

判
し
、

「

イ
エ

ス
」

の一．＝
口

行
は
全

て

「

純
粋

な
ユ

ダ

ヤ

教
」

の

表
出
で

あ
る

と

す
る

。

し

か

し
、

「

民
族
的
特

質
」

を
備
え
た
ユ

ダ

ヤ
教
か

ら
牛

ま
れ
た

「

イ

エ

ス
」

の

教

説
は
、

「

非
民

族
的
或
い

は
超
民
族
的
な
特
質
」

を
持
つ

に

至

り、
「

自
然

的
秩
序
」

（

「

民
族
」

「

血
」）

を

否
定
す
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

「

ユ

ダ
ヤ
教
」

か
ら
拒
絶
さ
れ
た
と

す
る

。

　

両
者
の

「

ユ

ダ
ヤ
人
イ
エ

ス
」

像
は

極
め

て

興
味
深
い

形
で

共
鳴
し
て

い

る
。

両
者
が
描

き
出
す
「

ユ

ダ
ヤ

人
イ
エ

ス
」

像
に

は

両
価
性
（
「

イ

エ

ス
」

の

卓
越

性、

誠

実
性

、

一

貰
性
と
、

「

イ
エ

ス
」

の

「

非
民
族

性
」

「

非
自
然
性
」）

が
見
ら
れ
る

が、

そ
れ
は
両
者
の

議
論
の

根
底
に

あ
る
二

項

対
立

的
思
考
と
密
接
に

関
連
し
て

い

る
。

ま
ず、

肯
定
的
で

あ
れ

否
定

的
で

あ
れ
「

ユ

ダ

ヤ
人
イ
エ

ス
」

を

担

保
す
る

根

拠
と
し

て、
「

ユ

ダ
ヤ

人
イ
エ

ス
」

対
ヘ

レ

ニ

ズ

ム

的
「

異
教

徒
パ

ウ
ロ
」

と

い

う
対
立
図
式
が

見
ら

れ
る

。

こ

う
し
た

図

式
に

よ

っ

て、

「

真
の

純

粋
な

ユ

ダ
ヤ

教
」

が

前

提
さ
れ

て
、

つ

ま

り
概
念
的
に

創
出
さ

れ
て

い

る
。

ま
た

、

人
間
の

生

の

全

体
性
を
包

摂
し
、

そ
れ

を

規
定
す
る

も
の

と
し
て

の

包
括
的
宗
教
と

人

間
の

生
の
一

部
へ

と

縮
減
さ

れ

た
所

謂
宗

教
と

表
現
し

得
る
対
立
図
式

も

見
ら

れ
る

（

「

民
族
的
ユ

ダ
ヤ

教
」

対
「

誇
張
さ

れ
た
ユ

ダ
ヤ

教
」 、

「

ア

ー

リ

ア

精
神
」

対
「

キ
リ

ス

ト

教
1ー

キ
リ

ス

ト

教
精

神
」）
。

但
し
こ

の

包
括
的
宀

示

教
は

現
実
的
所
与
で

は
な

く
、

彼
ら
が

望
ま
し
い

と
は

看
做

し
て

い

な
い

現
実
（
世

俗
的
な
ユ

ダ

ヤ

人

国
家
の

建
設、

キ

リ
ス

ト
教
が

宗
教
的
覇
権
を
主

張
す
る

ド
イ
ツ

社
会
）

へ

の

否
定
的
関
与
で

あ
る

と

同

時
に
．

理

念
を
可
視
的

現
実
で

あ
る

か

の

よ

う
に

見
せ

る

肯
定
的
・

積
極

的
関
与
の

言
説
で

あ
っ

た
。

ま
た
ハ

ウ

ア

ー

に

と

っ

て
、

ク
ラ

ウ

ス

ナ
ー

が

説
く

「

ユ

ダ

ヤ
人
イ
エ

ス
」

は、
「

イ

エ

ス
」

を
ユ

ダ
ヤ

教
の

純
粋
形

態
と

捉
え
る

根
拠
を

提
供
し
、

非
現

実
的
「

イ
エ

ス
」

1ー

キ

リ
ス

ト

教
に

対
し
て

、

「

民
族
」

と
い

う
現
実
に

根
ざ
し
た

「

ア

ー

リ

ア

精
神
」

を

対

置
さ
せ

る

可
能
性
を

提
供
し

た
の

で

あ
る
。

　
「

ユ

ダ

ヤ

人
イ

エ

ス
」

像
は

、

学
説
史
・

学
問
史
的
に

、

或
い

は

ユ

ダ

ヤ
・

キ

リ

ス

ト

教
間
の

「

対
話
・

和
解
」

の

歴

史
の

中
に

位
置
づ

け
る

こ

と

も
叮
能
で

あ
る

。

け
れ

ど

も
そ
の

同
じ

表
象
は
、

そ
の

都
度
の

歴

史
的

脈
絡
の

中
に
お

い

て

極
め

て

多
様
な
領
域
に

わ
た

る

言
説
と

し
て

も

機
能

し
て

い

た

の

で

あ
る

。

ル

ド
ル

フ
・

オ
ッ

ト
ー

と

デ
・

ヴ
エ

ッ

テ

藁

科

智

　
恵

　
本
発
表
で

は
、

ル

ド

ル

フ
・

オ
ッ

ト

ー

（

一

八
⊥

ハ

九
−
一

九
＝ 、
七）

に

お

け
る

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

理

解
を

取

り
上

げ
る

。

ル

ド
ル

フ

・

オ

ッ

ト

ー

は、

一

九
一

七

年
に

『

聖
な
る

も
の

ー
神
的
な
も
の

の

観
念
に

お
け
る

非

合
理

的
な

も
の

と
そ

の

合
理
的
な
も
の

と

の

関
係
に
つ

い

て
』

（
幻
賃
血
o
罵

O
詳
ρ

b
毯

ミ
匙

暗
翁

職
腎

ミ

職

毯

⇒
ミ
融

§
ミ
帖

ミ

§
丶

」
ミ

融

§
物

Oq

ミ
蹄

ぎ
遷

黛
蓋

職

鴇
ミ

譯
丶
誨

織
N

ミ
蹄

軌

ミ

ミ

葡

ミ
ご
嵩

ミ
§
（
bd
居

Φ
り゚一

帥

⊆

→

話
乏
Φ

口

鮮

旨
α

O

蕁
三
 

δ

一

ゆ

ミ
）

以
下、

『

聖
な
る

も
の

』

）

を
出
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し
て

い

る

が
、

そ
の

八

年
前、

一

九
〇
九

年
に

「

カ

ン

ト
・

フ

リ

ー

ス

の

宗
教
哲
学
』

を

発
表
し
、

そ
こ

で

は
、

フ

リ
ー

ス

の

哲
学
を

採
用
す
る

こ

と
に

よ

り、

カ

ン

ト

的
な
意
味
に

お
け
る

認
識
の

枠
を

広
げ

、

感
情
に

お

い

て

感
得
さ

れ
る

も
の

を

も

「

認
識
」

の

枠
組
み

に

組
み

込
も

う
と
い

う

試
み

が
な
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

著
作
の

前
半
は
、

オ
ッ

ト

ー

に

よ
る

ブ

リ

ー

ス

の

哲
学
の

紹
介
に

当
て

ら
れ
、

後
半
は

、

フ

リ

ー

ス

の

哲
学
と

神
学

と
の

関
係
が

取
り
上

げ
ら

れ

て

い

る
。

そ

の

後
半
部
分
で

言
及
さ
れ
て

い

る

の

が
、

神

学
者

ヴ
ィ

ル

ヘ

ル

ム
・

マ

ー

テ

ィ

ン

・

レ

ー

ベ

レ

ヒ

ト
・

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

（

一

七
八

〇

1
一

八
四

九
）

で

あ
る．．

オ
ッ

ト
ー

は
、

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

の

著
作
を
通
じ

て
、

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

の

時

代
が
抱
え
て

い

た
諸

問
題
を
そ
こ

か

ら

読
み

取
る

こ

と
が

で

き
る

、

そ

し
て

そ
れ
は

、

そ

の

時

代
だ

け
の

問
題
で

は

な

く
、

当
時
オ

ッ

ト
f
が
生
き
て

い

た

時
代
に

お

い

て

も
ア

ク

チ
ュ

ア

ル

な

問
題
で

あ
る、

と
述
べ

て

い

る
。

本

発
表
で

は、

オ
ッ

ト
ー

が、

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

の

著
作
を
通
し
て

浮
き
彫
り
に

し
よ

う
と

し
た、

当
時
の

問
題
を

孕
ん

だ

情
況
に

焦
点
を
あ
て

て

い

き
た
い

。

そ
の

際
に

取
り
上

げ
る
の

が
、

オ
ッ

ト
ー

が
、

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

の

著
作
の

中
で
、

特
に

当
時
の

様
子
を
理
解

す
る
の

に

重
要
だ
と

し
て

挙
げ
て

い

る

『

テ

オ

ド
ー
ル

或
い

は

懐
疑
者
の

献
身
1
あ
る

福

音
主

義
聖
職

者
の

教
養

の

歴
史
』

（
羮
一

田
Φ

巨

ζ
霞
菖
口

い
 
σ

韓
 
o

ぴ
暦

伍
Φ

亳
Φ

算
ρ

『

書

ミ
o
き

o

譜
評

b
黷

N
零
肉

ミ
恥

碁

譯
き
頸

bq
鰍

、

ミ
焦

輳
鷺
旨
ミ
簿
謄

竃

§
硫

麌
黛

弔

題
丶

蹄

簿
僑

毳

O
竃
無
N

母
靜

§
（

國
O
同

＝

旨一
∩
厂

　

円
O一
鬥

口
 

同゜
一

Q ◎

NbO
）

以
下

、

『

テ

オ

ド
ー

ル
」

）

と

題
さ

れ
た
小

説
で

あ
る

。

　

オ

ッ

ト
ー

は

「
テ

オ
ド
ー

ル
』

に

お
い

て、

こ

の

時
代
の

精
神
の

動
き

方
が

表
わ

さ

れ
て

い

る
と

言

う
。

主

人
公
テ

オ
ド
ー

ル

は
、

神
学
を
学
び

つ

つ

も

合
理
主
義
的
な
批
判
に

接
し
、

信
仰
が
揺
ら
ぎ
始
め

る
。

そ
こ

で

出
会
っ

た

の

が
、

カ

ン

ト

主

義
だ
が

、

そ

こ

に

も

満
足
で

き

ず
、

シ
ェ

リ

ン

グ

の

ロ

マ

ン

主

義
に

傾
倒
す
る

。

し

か

し

そ

れ

に

も

満
足
で

き
ず
に
、

出
会
う
の

が
、

フ

リ

ー

ス

の

哲
学
で

あ
る

。

オ

ッ

ト
ー

は
、

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ
が

い

た

時
代
の

問
題
を
以
下
の

よ

う
に

考
え
た

。

つ

ま
り

、

カ

ン

ト
の

認
識
論
が

受
容
さ
れ

た

後
、

宗
教
に

つ

い

て

語
る

と
き
に

は
、

次
の

二

つ

の

選
択

肢
し
か

残
さ

れ
て

い

な
い

情
況
が

あ
っ

た
。

そ
の

二

つ

の

選
択
肢

と
は
、

「

宗
教
」

と

い

う
も
の

が
、

カ

ン

ト
主
義

的
な

理
解
に

よ

っ

て

道

徳
的
に

の

み

語
ら
れ

得
る

か
、

そ

れ
と
も
ロ

マ

ン

主
義
的
に

「

感
情
」

的

な
も
の

と
し
て

の

み

語
ら
れ
得
る

か
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

そ
し

て
、

オ

ッ

ト
ー

は
こ

の

問
題
を、

た
だ
デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

が
生
き
た

時
代
の

問
題

と
し

て

だ
け
で

は
な
く、

自
ら
の

時

代
に

お
い

て

も
連
続
し
て

い

る

問
題

と
し

て

捉
え
て

い

た

と
い

う
こ

と
が
わ
か
る

。

こ

の

よ

う
に

、

オ
ッ

ト
ー

が

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

の

著
作
を
通
し

て

述
べ

る

問
題
は、

『

聖
な
る

も
の
』

に

お
い

て

オ
ッ

ト
ー

が

冒
頭
で

「

聖
な
る

も
の
」

と
い

う
単
語
が

当
時
持

っ

た
カ

ン

ト
的
な
道
徳
主
義
的
意
味
に

批
判
的
に

言
及
し
て

い

る

こ

と
か

ら
も
理
解
で

き
る

。

そ
の

よ
う
な
情

況
に

お
い

て
、

デ
・

ヴ
ェ

ッ

テ

が

見

出
し
た

第
二

の

道
が、

フ

リ
ー

ス

の

哲
学
で

あ
っ

た
。

そ
し
て、

オ

ッ

ト

ー

も
フ

リ
ー

ス

の

哲
学
は
、

オ
ッ

ト
ー
自
身
が
直
面
し
て

い

る

二

〇

世

紀

初
頭
の

ド
イ

ツ

の

情
況
に

対
し
て、

有
効
な
も
の

で

あ
る
と

考
え
た

。

こ

の

よ

う
な
オ

ッ

ト
ー

に
よ

る
当
時
の

問
題
の

理
解
は
、

オ
ッ

ト
ー

の

議
論

が
当
時
の

社
会
の

精
神
的
情
況
の

中
で

持
っ

た

意
味
を

把
握
す
る
上

で、

重
要
と

な
る

で

あ
ろ

う
。
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